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１ 労働災害の現況
２ STOP︕熱中症 クールワークキャンペーン2026
３ 一人親方等の安全衛生対策について
４ 小規模事業場ストレスチェック制度

金沢労働基準監督署 安全衛生課
吉倉 千晶

労働災害防止対策等について



1 労働災害の現況（金沢労働基準監督署管内）
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労働災害発生状況の推移
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1 労働災害の現況（金沢労働基準監督署管内）※コロナ関連除く
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計721人
死傷者数

計730人

計803人

建設業の死傷者数は72人（全産業に占める比率は9.0％）となり、前年と比べて6人、7.7％
減少した。業種中分類で細分化すると、建築工事で40人（前年と比べて12人、23.1％減少、
うち木造家屋建築業は21人）、土木工事で19人（前年と比べて1人、5.6％増加）となった。

計758人

計683人



1 労働災害の現況（金沢労働基準監督署管内）※コロナ関連除く
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建設業

72人

事故の型別では、高所等からの「墜
落・転落」災害が21人（建設業に占める
比率29.2％）と最多、
次いで「転倒」災害が11人（同15.3％）
「激突され」災害が10人（同13.9％）
「崩壊、倒壊」災害6人（同8.3％）
「はさまれ・巻き込まれ」災害が5人
（同6.9％）
「切れ、こすれ」災害が5人（同6.9％）
「飛来・落下」災害が5人（同6.9％）

なお、木造家屋建築工事業において火
災による死亡災害及び解体現場での墜落
死亡災害が発生している。

建設業の死傷者数「事故の型」別発生状況



「墜落・転落災害を防ぎましょう︕」
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「墜落・転落災害を防ぎましょう︕」
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２ STOP︕熱中症
いしかわクールワークキャンペーン2026
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～職場における熱中症死亡ゼロを目指して～
熱中症予防対策に取り組みましょう

〇令和７年の石川県内の職場における熱中症の発生状況

令和７年に石川県内では、195人の労働者の方が職場での熱中症により医療機関を受診しており、過去10年で最多
となりました。そのうち、22人が４日間以上仕事を休みました。また、熱中症による死亡災害は過去３年連続で発生
していましたが、令和７年においては発生しませんでした。
６月下旬から急激に気温上昇し、特に７月中旬～９月上旬は、最高気温が35℃を超え、暑さ指数（WBGT）は「危

険」レベル（31℃以上）となる日が多くあり、熱中症も多く発生しました。
業種別では建設業が一番多く発生し68人（全体の35％）を占め、次に製造業で39人（全体の20％）を占めていま

す。なお、屋外作業に限らず屋内作業でも多く発症しています。
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２ STOP︕熱中症
いしかわクールワークキャンペーン2026

8

発生状況休業日数業種年齢時間帯発生年月

被災者は、木造家屋の解体工事現場において、廃材の仕分け作業に
従事していた。15時頃から足が痙攣する等の症状が出始めて動けなく
なったため、作業を中止し帰宅した。しかし翌日になっても症状が回
復しないことから病院で受診し、そのまま入院することとなった。
当日の最高気温は32度を超え、梅雨明け後の急激に気温が上昇した

時期であった。

７日建設業50代15︓00令和７年７月１

被災者は、道路舗装工事現場において、アスファルトフィニッ
シャーの手元作業に従事していたところ、15時頃に作業を行っている
最中に嘔吐を発症した。直ちに作業を中断し、病院へ搬送した。
当日は最高気温が32度を超え、連日高温の中での作業が続いていた。

４日建設業60代15︓00令和７年８月２

被災者は、製造工場建屋内において製品の検査作業を行っていた。
昼前頃から頭痛を自覚していたが我慢をして作業を継続していたとこ
ろ、15時過ぎには手足が震えるようになり、歩行ができない状態と
なったため、作業を中断し、病院へ搬送した。
工場内にはスポットクーラーが設置されているが、生産工程上常に

室温は30度を超え、湿度も高い環境であった。

５日製造業40代15︓30令和７年７月３

被災者は、事業場構内において、荷物の積み下ろし、仕分け、梱包
等の作業を行っていたところ、作業開始から2時間程度経った10時頃
から気分が悪くなり、ふらつき転倒し頭部を強打した。
当日の構内は気温が32℃程度あり、湿度も高い環境であった。

７日運送業60代10︓45令和７年８月４

令和７年に発生した災害事例



２ STOP︕熱中症
いしかわクールワークキャンペーン2026
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令和７年５月～９月の最高気温及びWBGTと熱中症発生状況

不休 休業４日未満 休業４日以上 死亡 最高気温 WBGT値

梅雨明け（6月29日頃）
（梅雨明け後は例年急激にWBGTが上昇する傾向）
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熱中症を防ぐためには
（１）作業環境管理

① WBGTの低減など
WBGT指数計で作業現場のWBGTを確認してください。 WBGTが、WBGT基準値を超える（おそれ

がある）作業場所においては、簡易な屋根、通風、冷房設備、ミストシャワー等の散水設備などを設置
し、WBGTを提言するよう検討しましょう。
② 休憩場所の整備など
作業場所の近くに冷房を備えた休憩場所又は日陰等の涼しい休憩場所を確保しましょう。
休憩場所には氷、冷たいおしぼり、飲料水、塩飴、経口補水液などを設置しましょう。

（２）作業管理
① 作業時間の短縮など
WBGTが高いときは、単独作業を控え、WBGTに応じて作業の中止、こまめに休憩をとる、日陰の所か

ら作業を行うなどの工夫をしましょう。
② 熱への順化
暑さに慣れるまでの間は十分に休憩を取り、１週間程度かけて徐々に身体を慣らしましょう。
特に、梅雨明けの時期、入職直後や夏季休暇明けの方は注意が必要です。
③ 水分・塩分の摂取
のどが渇いていなくても定期的に水分・塩分を取りましょう。



熱中症を防ぐためには
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④ 服装など
作業着、帽子、ヘルメット等は通気性の良いものを準備しましょう。
空調服、クールベスト等、身体を冷却する機能をもつ服を積極的に活用しましょう。

⑤ プレクーリング
WBGTが高い暑熱環境で、作業強度を下げたり通気性の良い服装の採用が困難な作業に

おいては、作業開始前に体表面を冷却したり、冷水や流動性の氷状飲料などを摂取して体
内から冷却するなど、あらかじめ深部体温を下げ、作業中の体温上昇を抑えましょう。

① 健康診断結果に基づく対応
糖尿病、高血圧症、心疾患などは、熱中症にかかりやすく、重症化しやすい傾向

があります。もれなく健康診断を実施し、医師の意見に基づく就業上の措置を徹底
しましょう。

② 日常の健康管理など
作業開始前に、睡眠不足、前日の多量飲酒、体調不良等の健康状態を確認し、必

要に応じて作業の配置換え等を行いましょう。作業中は巡視等により、作業者が確
実に水分・塩分を摂取しているか、作業者の健康状態に異常はないかを確認しま
しょう。

（３）健康管理

（４）労働衛生教育

熱中症の予防には、熱中症に対する知識が不可欠です。作業を管理する者や労働
者に対して、あらかじめ労働衛生教育を行ってください。

【職場における熱中症予防情報】



熱中症を防ぐためには
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体調不良の者を休憩させる場合は、状態の把握が容易に行
えるよう配慮し、状態が悪化した場合の連絡・対応方法を確
認してください。異常を認めたときは、躊躇することなく救
急隊を要請してください。

（５）異常時の措置

（６）熱中症予防管理者等の業務

熱中症予防管理者等は、作業内容に応じたWBGT基準値の
設定や、服装による着衣補正の必要性の確認を行うとともに、
対策の実施状況の確認、暑熱順化の確認および実施、作業前
の体調確認、WBGTの測定と評価、緊急時の対応体制の周知、
水分・塩分摂取状況の確認、退勤後の体調悪化への注意喚起
などの業務を行います。

暑さ指数分布図から見た発生状況暑さ指数分布図から見た発生状況

災害発生時の気温と湿度から求めたWBGTによると、WBGT「危険レベ
ル」及び「厳重警戒レベル」で全体の９割以上を占めています。

注意 警戒 厳重警戒 危険
25度未満 25～28℃ 28～31℃ 31℃以上

WBGT値

※１　気温及び湿度は金沢地方気象台による観測値
※２　WBGTは、日本生気象学会「日常生活における熱中症予防指針」における「室内を対象とした気温と相
対湿度からWBGTを簡易に推定する図」を参考に算出
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職場における熱中症対策の強化について

令和 7年６月１日に改正労働安全衛生規則が施行
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職場における熱中症対策の強化について

令和 7年６月１日に改正労働安全衛生規則が施行
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職場における熱中症対策の強化について

令和 7年６月１日に改正労働安全衛生規則が施行
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職場における熱中症対策の強化について

令和 7年６月１日に改正労働安全衛生規則が施行



３ 一人親方等の安全衛生対策について
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一人親方等を対象とする保護措置が義務化

改正労働安全衛生規則
（令和6年4月30日公布令和7年4月1日施行）



３ 一人親方等の安全衛生対策について
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改正労働安全衛生規則
（令和6年4月30日公布令和7年4月1日施行）



３ 一人親方等の安全衛生対策について
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改正労働安全衛生規則
（令和6年4月30日公布令和7年4月1日施行）



４ 小規模事業場ストレスチェック制度 （施行期日︓令和1 0年4月１日）
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■ 労働者数50人未満の事業場にも、ストレスチェックの実施が義務化されました。

医師の面接指導

検査結果を
集団(職場)ごとに集計・分析

就業上の措置

メンタルヘルス不調の未然防止

ストレスチェック（検査）の実施

検査結果を本人に通知
ストレスへの気付き・セルフケア
高ストレスの労働者

職場環境の改善

①
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
②
面
接
指
導

③
集
団
分
析
・
職
場
環
境
改
善

（申出）

※

義
務

※

義
務

※

努
力
義
務

〇 「ストレスチェック」とは、労働者がストレスに関する質問票（選択式）に回答し、自身のストレスが
どのような状態にあるのかを知ってもらうための簡単な検査です。

〇 事業者は、１年ごとに１回、ストレスチェック（検査）を実施し、
① 労働者に、自身のストレスへの気付き・セルフケアを促すとともに、
② 高ストレスの労働者には、医師の面接指導の機会の提供、医師の意見を踏まえ必要な就業上の措置、
③ 集団分析を通じて職場ごとのストレス要因を把握し、職場環境の改善につなげます。



さいごに
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ご清聴ありがとうございました


